
医療AI基盤

医療AI基盤整備による大学病院機能高度化計画

【概要】
医療DXを活用した医療の高度化と経営効率化を推進し、教育・研究機能を強化したインテリジェントホスピ
タルを目指す。収入増加、費用削減、経営管理体制の強化により財務基盤を固め、先進的な医療提供と共に、
次世代医療人材の育成や革新的な医学研究の推進を実現する総合的な改革を推進する。

【実施体制 主要部門】

病院長

医療情報部

教育研究推進
卒後教育センター
臨床研究センター
光医学総合研究所

地域医療連携
地域診療教育システム開発センター
東部医師派遣ワーキンググループ
地域医療連携推進法人HAMA

事務部門 診療部門

ヘルスインフォマティクスセンター

インターネットクラウド環境構築

医療情報生成AI環境構築

研究用データベースシステム

地域医療連携システム

医療情報管理システム

7.次世代生成AI外科教育プラットフォーム

インターネット
環境

医療情報管理

研究用
データベース

創薬支援

次世代生成AI
外科教育

プラットフォーム

若手外科医の教育
外科診療体制の維持

研究活動の加速
医学生・研修医の教育の高度化
臨床判断の質向上各種検索等の利便性向上

研究活動の加速化
医療情報
生成AI環境

医療情報
システム

地域医療連携
HAMAを介して

浜松医療センター連携

【システム概要】

医療情報の構造化
記録時間の短縮
診療の質の向上

クラウド
環境

浜松医科大学医学部附属病院

システム費等 ４.９億

研究体制の強化
研究基盤の充実
標準化医療情報の利活用
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